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他 大学 ､他研 究機 関 との連携 ･情 報 交換

第 1回 人 と文化遺産 の保存継承 ミーテ ィング

｢地域文化遺 産 を災害 か ら救 出す る活動 を学ぶ

～文化財保存の日常から非日常までを包括した山形文化遺産保存継承ネットワーク (仮)の構築～ ｣

主催 :東北芸術工科大学保存修復研究センター

日程 :2005年3月25日 (土)13:30-17:00

会場 :東北芸術工科大学本館207号室

本 ミーティングは､災害から山形県内の地域文

化遺産の保全と､県内の文化遺産保存継承に必要

なネットワークの構築の可能性を兄いだすことを

目的に開催されたものである｡

人文学部地域文化連携センター副センター長 ･新

潟歴史資料救済ネットワーク事務局長)､奥村弘

氏 (神戸大学文学部助教授 ･歴史資料ネットワー

ク代表委員)､手代木美穂氏 (東北芸術工科大学

文化財保存修復研究センター講師)による講演の

後､パネルディスカッションが行われた｡

通常各地の ｢資料ネット｣は､災害発生後に結

成される場合が多い｡ しかし､この山形では､災

害が発生する前段階でネ ットワーク化をはかる試

みが進められている点で､注目すべきである｡

また､筆者は被災時における､被災資料の情報収

集や保全に関しては､歴史学 ･考古学 ･保存科学

などの諸分野が協力すべきこと､文書資料の所在

確認や被災時の保全について普段から行 う必要が

あること､山形の修復拠点として芸工大に期待 し

たい点などを指摘 した｡

なお､本 ミーティングの詳細については報告書

が刊行されているO

(文責 ･松下正和)

矢田俊文氏 (新潟大学人文学部教授 ･新潟大学

国府 台高校修 学旅行 (校外学習)へ の協 力
2006年11月1日 (水)､国府台高校二年生の生

徒6人が神戸大学を訪れた｡

千葉県市川市の県立国府台高校では､名所旧跡

や観光地をめぐるという従来の ｢修学旅行｣を改

め､テーマに沿って訪問地の自然 ･文化 ･産業 ･

経済 ･歴史 ･文化財等について班別調査研究をお

こなうことにより社会や地域に学ぶ姿勢を養 うこ

と､および調査に向けた話 し合いによって生徒相

互の理解や協調性を深め､人間性の向上と連帯感

を身につけることなどを目的とした ｢校外学習｣

を実施 しているという｡2006年度は関西方面が訪

問地となった｡

生徒は班ごとに研究テーマを決め現地での聞き

93

取 り調査や体験学習を計画することとなっていた

が､そのうちの一班が ｢開港後の兵庫県の歴史や

文化｣を調査 ･研究のテーマと定めた｡以上の目

的に沿って当初､歴史資料ネットワーク (曳料ネ

ット)に直接調査の依頼がきたが､内容や趣旨を

検討 した結果､神戸大学文学部地域連携センター

に協力してほしいということとなり､センターが

｢聞き取 り調査｣を受け入れることとなった｡開

港後の兵庫県について詳 しい話を聞きたいとい う

ことであったので､日本近代史を専攻する人見が

担当することとなった｡

当日は､ ｢開港後の兵庫と神戸｣と題 したレジ

ュメと関係資料を用意 し､ (1)神戸開港と外国



人居留地の建設と､ (2)歴史遺産について大き

く二つの内容に分けて話をした｡

(1)ではまず､地元の高校生ではないため地

理感に乏しいであろうことを考慮して､現代の地

図をみながら､三宮､元町､生田神社､南京町､

旧居留地､生田川､フラワーロー ド､鯉川筋など

のだいたいの位置を把握 してもらうようにつと

め､それから､明治初年の兵庫と神戸の地図と見

比べてもらった｡

次に､歴史の原史料に触れてもらうことを目的

に､神戸開港の契機となった､1867年 (慶応3)4

月13日 ｢兵庫 ･大坂居留地に関する取極｣-二条

を､一部音読しながら解説を加えた｡

さらに､開港後の神戸の変化について､居留地の

建設 ･運営､雑居地の形成､ ｢南京町｣の成立と

いった市街地の形成や衣食住など生活の変化につ

いて､この後実際に現地を訪問する予定にしてい

るという生徒たちに古写真に写る神戸と現在の神

戸の違いを体感 してもらえるよう､写真資料を多

用しながら説明した｡

(2)では､神戸大学文学部地域連携センター

の活動の趣旨を理解 してもらうことを目的に､

｢地域遺産｣や ｢歴史資料｣について話した｡国

や県や市町村による指定文化財だけでなく､地元

に眠る古文書や自治会などの団体の記録や資料､

農具､機織りや養蚕の道具､古い着物など､物づ

くりや生活のための道具なども地域の歴史を知る

手がかりになることを強調した｡

慣れないったない説明のため､国府台高校の生

徒たちにどの程度理解 してもらえたかははなはだ

自信がないが､現在繁華街や観光地として発展 し

ている神戸にも古く長い歴史があること､その歴

史を知るための貴重な資史料の保全 ･活用のため

の活動の実際が多少なりとも記憶に残り､地元に

帰ったとき地域の歴史的環境や歴史文化のあり方

に興味を抱いていただければと思う次第である｡

(文責 ･人見佐知子)

RecoveringManagementofArtsandCulturalHeritagesfromDisaster
AcademicForumofUrbanCultureResearchγol.5
17-21January2007,inGadjahMadaUniversity
"preservationofdisasteraffectedhistoricalmate

rials:Areportofactivitiesofavolunteer"

▲ TheJavacentralpartEarthquakes山ckenarea

lnthisallicle,IexaminedthemaintenanceactivltyOf

the disaster affected historical materials by a

volunteergroupcalled"TheVolunteerNetworkfわr

HistoricalMaterials(VNHM forshort)".VNHM was

establishedinordertorescuethehistoricalrecords

which suffered damage from theGreatHanshin

9/1

Earthquakein 1995.Inaddition,aRer2004,we

decidedtocopewithnotonlyanearthquakebutalso

a flood.Iintroduced rescue operation ofmood

damage historicalmaterials by Typhoon No.23

occu汀ed inOctober,2004.-'VNHM''worked on

maintenanceofflood damagehistoricalmaterials

aroundthenorthem partorHyogoandthenollhem

partofKyotothattherewasmanyofanooded

house.Atthetimeoflarge-scaledisaster,thelocal

administrations were not able to protect and

jnvestlgate nOn-designated culture assets mostly.

Non-designatedculturalassetswerenotobjectsof

protectionevenirtheywerethethingswhichwere

importantforthearea.Weconsiderthemasobjectof

preseⅣationiftheycanshedlightonthehistoryora

villageoratownalthoughtheyarenotdesignatedas

cultural assets.Inhabitants of a stricken area

cooperatedwith"VNHM'',wediscoveredtheseflood

damagehistoricalmaterialsandwewereableto

rescuethem.Thesenon-designatedculturalassets

were salvageable with a vacuum 舟eeze dryer



installedinthearchaeologlCalpropertycentersin

Japan. The various djsciplines of History,

ArchaeologyandCulturalPropertiescol】abomtedto

restorehistoricalmaterialswhichsu飽reddamage

fromdisasterinJapan.Idescribedtheprocessesand

problems encountered during the cooperated

preseⅣationactivities.

(MasakazuMatsushita)

第 3回 文化 財の防災計画 に関す る研究会

｢震災か ら美術工芸品 をまもる｣
2007年1月29日､東京文化財研究所において､

上記の研究会が行われた｡今回は美術工芸品に焦

点をあてて､行政や博物館 ･美術館の危機管理体

制や大災害発生後の文化財救援活動､災害で被災

した美術工芸品の保存修復方法についての4講演

が用意された｡

奥村弘氏 ｢大規模自然災害と地域歴史遺産保全

活用一阪神淡路大震災から現在までの歩み-｣

宇田川滋正氏 ｢被災文化財の保存修復 歴史資

料を例に｣

村田忠繁氏 ｢災害における文化財保存修復学会

の対応 と防災-の取 り組み｣

本田光子 ｢九州国立博物館の震災対策一博物館

の危機管理-｣

東京文化財研究所では､1995年の大震災の際に

｢阪神 ･淡路大震災被災文化財等救援委員会｣の

事務局を立ち上げ､救済活動を行ってきた｡その

成果は 『美術工芸品等の防災に関する調査研究

(平成 7 ･8年度科学研究費補助金基盤研究

(A) 1研究成果報告書』などとしてまとめられ

ている｡文化財防災に関する調査研究活動が､今

回の一連の研究会が立ち上がったことによりさら

に本格化 してきた点は喜ばしい限りである｡

その上であえて希望を述べれば､①東文研がも

つ保存修復のノウハウの提供と共有､②未指定文

化財も含んだ文化財防災の法整備､③救出すべき

文化財の事前調査体制づくり､など文化財防災を

めぐる具体的な仕組みづくりに向けた意見交換の

場を今後も提供 していただければと思 う｡

(文責 ･松下正和)

第 2回 人 と文化遺産保存継承 ミーテ ィング

｢災害直後 と継続 的な救済活動お
2007年3月9日･10日､東北芸術工科大学にて､

上記の会が行われたO文学部地域連携センターか

らは､松下正和と河野未央氏が参加 した｡

9日には､宮城歴史資料保全ネ ットワークの伊

藤大介氏が ｢宮城歴史資料保全ネットワークの災

害前活動の実際｣と越 して､福井県教育庁埋蔵文

化財調査センターの南洋一郎 ･本多達哉両氏が

｢福井県足羽川水害による羅災図書の救出活動の

実際｣と越 して報告が行われたoまた､東北芸術

工科大学文化財保存修復研究センター の手代木

美穂氏により ｢水害雁災した福井県教育庁埋蔵文

化財調査センター所蔵図書の救済活動と問題点お

よび山形文化遺産防災ネ ットワーク設立準備委員

よび災害前の活動 の実際 を知 る｣
会の活動報告｣がなされた｡

伊藤報告では､2003年発生の宮城県北部地震に

よる被災資料 レスキュー活動と､その後の歴史資

料所在調査の具体的な方法について紹介があっ

た｡宮城資料ネットの活動で印象的だったのは､

(》緊急のレスキューや通常の史料調査技術を応用

した活動である ｢一軒型資料保全活動｣を展開し

ている点､② 日常的に資料状況を把握 し災害時の

活動に備える ｢歴史資料所在調査｣､③ノー トPC

による現場での目録作成､調査データのデジタル

化であった (なお､宮城資料ネットのウェブペー

ジでは調査の際に使用 している調査用紙 とデータ

ベースシステム､調査員 ･訪問先への配布資料が
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ダウンロー ドできるようになっており (http://w

ww.cneas.tohoku.ac.jp/miyag卜Shiryounet/siry

o.html)､有益である)0

南 ･本多報告では､2004年福井水害の際に埋蔵

文化財調査センター所蔵の遺物 ･図書 ･図面類が

浸水 した際の救出 ･修復活動の経緯について述べ

られた｡被災直後はこれ らの資料が泥だらけにな

ったために水洗いしたこと､汚損資料からはカビ

や悪臭が発生したことなどの状況が報告された｡

これ らの点は､歴史資料ネットワークがレスキュ

ー した2004年台風23号の水損 ･汚損史料と同じ状

況であった｡その後福井の汚損資料は恐竜博物館

の冷凍庫にて保管され､後に東北芸術工科大学に

て真空凍結乾燥されることとなった｡

また､手代木報告では､山形史料ネット構築の

準備状況が説明された｡ ｢山形県文化遺産防災ネ

ットワーク設立準備会｣事務局通信が発行されて

お り､活動状況についてもその中で紹介 していく

とのことであった｡

翌 日は､ ≪乾燥と紙についてのワークショッ

プ≫が行われた｡手代木氏より ｢ものの ｢乾燥｣

について｣と題する報告があり､真空凍結乾燥機

の原理と処理の実際について説明があった｡早く

乾燥させるためにはチャンバー内の資料の置き方

を工夫する必要があること (背表紙を上にしてな

なめに重ねる)､真空凍結乾燥後の資料にまだ水

分が残っている場合に ドラフ トや扇風機にて乾燥

を行 う方法などの技術指導を得た｡また､古本啓

子研究員らによる塗工紙のフリーズ ドライ結果が

報告され､料紙の固着がはげしく開披不能となる

ものが多いことが明らかにされた｡台風23号の水

損史料の うち洋紙のものについては一部固着展開

不能なものがあり､恐らくは塗工紙のコーティン

グ剤によるのだろう｡また､塗工紙にはヨウ素デ

ンプン反応が見られたため､デンプンがあること

がわかった｡またサンプル塗工紙を水損させ､カ

ビを発生させたものから､台風23号による水損史

料と同様の悪臭があったため､泥の付着による悪

臭というよりも､むしろデンプン成分にカビが生

えたことによる悪臭の可能性が高いことがわかっ

た｡歴史資料ネットワークも大量の乾燥済み汚損

史料を保管してお り､そのいずれも腐敗臭が発生

している｡今回の保存科学の専門家による技術指

導を参考としながら､文学部地域連携センターと

ともに技術交流をはかり､来年度以降は臭い成分

の分析と脱臭方法の研究を行 うことを課題 とした

い｡

(文責 ･松下正和)
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